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群
馬
県
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

契
機
に
地
震
被
害
想
定
を
調
査
し
ま
し
た

が
、
15
年
あ
ま
り
を
経
過
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
社
会
条
件
の
変
化
、
新
た
な
知
見
・

技
術
の
進
歩
等
を
踏
ま
え
、
新
た
に
「
群

馬
県
地
震
被
害
想
定
調
査
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

県
内
で
想
定
さ
れ
る
地
震
の
震
源
は
、

関
東
平
野
北
西
縁
断
層
（
Ｍ
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
）
8.1
）、
太
田
断
層
（
Ｍ
7.1
）、

片
品
川
左
岸
断
層
（
Ｍ
7.0
）
の
３
つ
で
、

本
町
内
で
も
最
大
で
震
度
５
強
ま
で
揺
れ

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
被
害
軽
減
を
目
的
に
「
群
馬
県

地
震
防
災
戦
略
」
の
策
定
を
推
進
し
て
お

り
、
町
で
も
県
の
戦
略
に
そ
っ
た
対
策
を

検
討
し
て
行
く
予
定
で
す
。

　

町
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

（
ａ
ｕ
）・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
携
帯
電
話
に
、

緊
急
情
報
を
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

本
町
域
内
で
利
用
可
能
な
３
社
の
携
帯

電
話
で
あ
れ
ば
一
部
の
機
種
を
除
き
、
町

が
配
信
す
る
災
害
や
避
難
に
関
す
る
緊
急

情
報
を
無
料
で
自
動
受
信
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
町
域
内
に
あ
る
す
べ
て
の
携
帯

電
話
に
自
動
配
信
さ
れ
る
た
め
、
携
帯
電

話
で
の
登
録
操
作
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
情
報
が
不
要
の
方
は
受
信
拒
否
の

操
作
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
緊
急
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
消

防
団
員
の
方
々
が
火
災
等
の
発
生
情
報
を

受
信
す
る「
緊
急
時
一
斉
配
信
シ
ス
テ
ム
」

と
は
異
な
り
ま
す
。

８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
は
防
災
週
間
。

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
。

こ
の
地
震
と
大
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
、

そ
し
て
、
先
が
見
え
な
い
原
発
に
よ
る
放
射
能
問
題
は
、

日
本
中
の
人
々
が
あ
ら
た
め
て
災
害
の
怖
さ
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
大
き
な
出
来
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
な
お
、
被
災
し
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
方
が
い
る
中
、

わ
が
町
で
は
、
防
災
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

も
う
一
度
、
災
害
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
に
備
え
る

特 集

▶�

群
馬
県
地
震
被
害
想
定
調
査
報
告
書
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▶�

群
馬
県
と
そ
の
周
辺
の
活
断
層
分
布
図（
群
馬

県
地
震
被
害
想
定
調
査
報
告
書
か
ら
抜
粋
）

▶�

緊
急
情
報
配
信
メ
ー
ル
で
受
信
す
るイ

メ
ー
ジ
図

　

�（
携
帯
電
話
会
社
に
よ
り
、名
称
や
レ
イ
ア
ウ
ト

は
若
干
違
い
ま
す
。右
図
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
社
）

▶
緊
急
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
図

群
馬
県
が
作
成
し
た
新
た
な

地
震
被
害
想
定
に
つ
い
て

携
帯
電
話
に

緊
急
情
報
を
配
信
し
ま
す
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特 集 災害に備える
　

最
近
よ
く
あ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
は
、
天
気

予
報
や
災
害
情
報
な
ど
で
は
予
想
が
困
難

で
す
。
自
分
で
簡
易
の
雨
量
計
を
設
置
す

る
な
ど
し
、
自
宅
付
近
の
状
況
に
即
し
た

対
応
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
用
意
す
る
物

カ
ッ
プ
酒
の
空
き
ビ
ン
（
寸
胴
の
物
）、

サ
イ
ン
ペ
ン
、
幅
広
の
テ
ー
プ
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
定
規
（
な
る
べ
く
薄
く
て
空
き

ビ
ン
の
長
さ
に
合
っ
た
物
）
等

■
作
り
方

①
カ
ッ
プ
の
内
側
の
底
か
ら
、
５
ミ
リ
の

位
置
に
サ
イ
ン
ペ
ン
で
印
を
付
け
ま
す
。

②
カ
ッ
プ
の
外
側
に
垂
直
に
定
規
を
貼
り

付
け
ま
す
。
こ
の
時
、
内
側
の
印
を
付
け

た
所
に
定
規
の
５
ミ
リ
の
位
置
を
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
設
置
方
法

①
雨
が
降
る
前
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

②
地
面
か
ら
少
し
高
く
し
て
、
跳
ね
返
り

が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
屋
根
や
立
木
か
ら
の
雫
が
入
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
風
で
飛
ば
な
い
よ
う
に
、
気
流
の
安
定

し
た
所
に
し
っ
か
り
と
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
10
分
ま
た
は
１
時
間
単
位
で
数
値
を
計

測
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
町
の
防
災
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
周
辺
や
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
周

辺
、
勤
務
先
周
辺
の
情
報
な
ど
が
確
認
で

き
ま
す
。

　

防
災
の
日
や
防
災
週
間
を
良
い
機
会
に

し
て
、
一
度
ご
家
族
で
確
認
し
て
お
く
こ

と
も
、
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
防
災

意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
防
止
法

指
定
区
域
の
縦
覧
に
つ
い
て

簡
易
雨
量
計
を

作
っ
て
み
よ
う

防
災
講
座
を
開
催
し
ま
す

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

防
災
情
報
を
確
認
で
き
ま
す

　

９
月
５
日
（
水
）
19
時
か
ら
、
町
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
防
災
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
群
馬
県
が
実
施
す
る
「
出
前
な

ん
で
も
講
座
」
を
利
用
し
、
町
民
の
方
々

に
建
築
物
の
耐
震
に
関
す
る
知
識
や
防
災

対
策
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

　

講
師
は
県
建
築
住
宅
課
の
白
鳥
さ
ん
で

「
地
震
に
備
え
て
～
わ
が
家
の
耐
震
知
識

～
」
と
題
し
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
、
警
戒
区

域
の
指
定
告
示
の
前
に
、
下
記
の
と
お
り

町
内
の
区
域
指
定
予
定
図
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。

■
縦
覧
期
間

　

９
月
18
日
（
火
）
～
10
月
１
日
（
月
）

■
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
縦
覧
場
所

　

町
総
務
課　

消
防
・
防
災
グ
ル
ー
プ

　

沼
田
土
木
事
務
所

　

※
利
根
沼
田
県
民
局
内

■
問
い
合
せ
先

　

総
務
課　

消
防
・
防
災
グ
ル
ー
プ　

　

☎
（
２
５
）
５
０
０
２

☂☂☂☂☂ 雨 量 の 目 安 ☂☂☂☂☂
1時間の雨量 気象用語 イメージ 影響 屋内では 屋外では 車内では 災害は

10～20mm やや
強い雨 ザーザー 跳ね返りで

足下が濡れる

雨音で
話し声が良く
聞き取れない

地面一面に
水たまりが
できる

長く続くようなら
用心すべき

20～30mm 強い雨 どしゃ降り
傘をさしても
濡れる

寝ている人の
半数が雨音に
気づく

ワイパーが
きかなくなる

側溝や下水があふれ
小規模の崖崩れが始まる

30～50mm 激しい雨
バケツを

ひっくり返した
ように降る。

道路が川の
ようになる

高速道路では
ブレーキが
きかなくなる

山崩れ、崖崩れが起きやすく
なる。避難の準備の目安

50～80mm 非常に
激しい雨

滝のように
降る。 傘をさしても

役に立たない

水しぶきで辺
り一面が白っ
ぽくなり、視
界が悪くなる

車の運転は
危険

地下街などに雨水が流れ込む。
土石流などの危険が高い。

80mm以上 猛烈な雨 圧迫感がある。
恐怖を感じる。

大規模な災害のおそれが高い
厳重な警戒が必要



4広報みなかみ／2012.09

地域の話題
TOPICS

群
馬
県
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
良
賞

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部

主
張
発
表
大
会
で
優
秀
賞

人
権
擁
護
委
員
に
山や

ま

㟢ざ
き

健け
ん

次じ

さ
ん
を
委
嘱

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
子
育
て
支
援
を
体
験

　

７
月
12
日
、
群
馬
県

歯
科
医
師
会
館
に
お
い

て
、
母
と
子
の
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
県
審
査

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

利
根
沼
田
地
区
代
表
と

し
て
、
師
地
区
の
髙
橋

美
咲
さ
ん
・
頼
人
く
ん

親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
優
良
賞
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
、
１
都
10
県
に
よ
る
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大
会
が
茨

城
県
つ
く
ば
市
で
開
催
さ
れ
、
町
商
工
会
女

性
部
の
池
田
久
子
さ
ん
（
町
組
）
が
本
県
代

表
と
し
て
出
場
し
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
日
頃
の
商
工
会
活
動
や
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
発
表
す
る

も
の
で
、
池
田
さ
ん
は
地
元
産
ト
マ
ト
を
利

用
し
た
ス
ー
プ
を
開
発
し
、「
ト
マ
ト
ラ
ー

メ
ン
リ
ゾ
ッ
ト
」
の
商
品
化
を
目
指
す
活
動

に
つ
い
て
発
表
し
、
審
査
員
の
高
評
価
を
得

て
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
付
け
で
、
山
﨑
健
次
さ
ん
（
藤
原
）
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
に
お
い
て
人
権
相
談
・
人
権
啓
発
・
人
権
救
済
な
ど
の
各
種

人
権
擁
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
治
中
３
年
生
が
、
夏
休
み
を
利
用
し
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル

キ
ラ
キ
ラ
で
、
就
学
前
の
子
ど
も
と
触
れ
合

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
の

少
な
い
生
徒
た
ち
は
、
最
初
は
怖
々
と
接
し

て
い
ま
し
た
が
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
に
後

押
し
さ
れ
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
一
緒
に

楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中
学
生
は
「
最
初
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
徐
々

に
子
供
た
ち
も
な
つ
い
て
く
れ
て
、
楽
し
く

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。」
と
子
育
て
の
大
変

さ
と
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

山
﨑
さ
ん
は
、
林
好

一
さ
ん
（
藤
原
）
４
期

12
年
の
任
期
満
了
に
伴

う
退
任
に
よ
り
、
新
た

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
好
一
さ
ん
の
長
年

に
わ
た
る
活
躍
に
対
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
山
﨑
さ
ん
に
は

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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地域の話題

み
な
か
み
町
婦
人
会「
輝
い
て
い
隊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

水
上
児
童
館
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
に
挑
戦

奈
良
俣
ダ
ム
湖
畔
で
利
根
川
源
流
ま
つ
り
が
開
催

た
く
み
の
里　

竹
と
ん
ぼ
大
会

　

７
月
29
日
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
パ
ー
ズ
エ

リ
ア
な
ら
ま
た
に
お
い
て
、
利
根
川
源
流

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
湖
面
巡
視
体
験
や
ダ
ム
内

部
探
検
、
カ
ヌ
ー
・
バ
ギ
ー
・
流
木
ア
ー

ト
体
験
、
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
な
ど
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
利
根

川
源
流
賛
歌
や
な
つ
こ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

テ
リ
ー
齊
藤
＆
ホ
リ
ケ
ン
の
サ
ッ
ク
ス
・

ギ
タ
ー
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
地
元
特
産
品
な
ど

が
当
た
る
抽
選
券
付
き
の
投
げ
餅
も
行
わ

れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
、
お
祭
り
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
、
町
婦
人
会
水
上
分
会
の
「
輝

い
て
い
隊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
よ
り
、
昨
年
に

引
き
続
き
「
お
福ふ

く

分わ

け
鶴つ

る

」
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
婦
人
会
の
こ
と
や
活
動
を

町
民
の
皆
様
に
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、
水
上
分
会
の
婦
人
会
員
の
皆
さ
ん

が
制
作
し
、
役
場
本
庁
及
び
各
支
所
に
配
布

し
た
も
の
で
す
。

　

本
庁
舎
で
は
４
階
の
ロ
ビ
ー
に
、
各
支
所

で
は
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
か
せ
て
い
た
だ

き
、
窓
口
を
訪
れ
た
町
民
の
方
々
に
手
に

取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

８
月
７
日
、
水
上
児
童
館
に
お
い
て
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
体
験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
男
女
30
名
の
児
童
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
エ
プ
ロ
ン
姿
に
な
り
、
指
導
員
の

方
々
の
指
示
に
従
い
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

包
丁
な
ど
を
使
い
、
真
剣
な
お
も
む
き
で

じ
ゃ
が
い
も
や
に
ん
じ
ん
な
ど
を
切
っ
て
い

ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
完
成
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
よ
う
で
、
お
か
わ

り
を
す
る
元
気
な
児
童
も
い
ま
し
た
。

　

８
月
15
日
、
に
い
は
る
こ
ど
も
園
体
育

館
に
お
い
て
、
た
く
み
の
里
竹
と
ん
ぼ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

60
名
を
超
え
る
参
加
者
は
、
竹
細
工
の

家
の
匠
、
河
合
生
博
さ
ん
ら
の
指
導
の
も

と
、
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
を
体
験
し
た
の
ち
、

完
成
し
た
竹
と
ん
ぼ
で
飛
距
離
を
競
う
予

選
会
を
行
い
、
勝
ち
残
っ
た
参
加
者
に
よ

り
飛
行
時
間
で
競
う
決
勝
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

飛
び
放
た
れ
た
竹
と
ん
ぼ
が
、
高
く
舞

い
上
が
り
、
円
を
描
い
て
ゆ
っ
く
り
と
飛

行
す
る
た
び
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
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青
少
年
交
流
事
業
で

鹿
児
島
県
奄
美
市
笠
利
町
を
訪
問

　

本
町
と
鹿
児
島
県
奄
美
市
笠
利
町
と
の
青
少
年
交
流
事

業
が
、
８
月
２
日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
の
４
泊
５
日
の
日

程
で
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
５
・
６
年
生
16
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

海
の
な
い
本
町
と
雪
の
降
ら
な
い
奄
美
市
笠
利
町
と
の

交
流
事
業
は
、
夏
に
本
町
の
児
童
た
ち
が
奄
美
を
訪
ね
、

冬
に
奄
美
の
児
童
た
ち
が
本
町
を
訪
れ
ま
す
。

　

環
境
・
習
慣
・
文
化
の
違
い
を
学
び
な
が
ら
過
ご
す
５

日
間
は
、
家
族
の
元
を
離
れ
て
過
ご
す
児
童
た
ち
に
と
っ

て
様
々
な
挑
戦
が
あ
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
奄
美
へ
の
フ
ラ
イ
ト
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
予
定
通
り
無
事
奄
美
へ
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
海
岸
清
掃
後
、
海
水
浴
・
カ

ヌ
ー
・
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
・
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
等
の
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
児
童
た
ち
と

交
流
を
深
め
、
奄
美
の
夏
を
思
う
存
分
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
土
に
は
生
息
し
な
い
ハ
ブ
の
見
学
や
、
海
水

を
汲
み
上
げ
て
作
る
伝
統
的
な
塩
作
り
、
奄
美
の
黒
糖
を

使
っ
た
お
菓
子
作
り
や
よ
も
ぎ
餅
作
り
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

笠
利
町
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
は
、
わ
が
子
の
よ

う
に
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
体
験

を
通
し
て
児
童
た
ち
は
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な
っ
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

　

来
年
２
月
に
は
、
笠
利
町
の
児
童
た
ち
が
本
町
を
訪
れ

ま
す
。
雪
を
見
た
こ
と
の
な
い
児
童
た
ち
に
雪
遊
び
や
ス

キ
ー
な
ど
を
通
し
て
み
な
か
み
町
の
自
然
・
文
化
の
す
ば

ら
し
さ
と
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
ほ

し
い
で
す
。

①歓迎会で「ふる里みなかみ」を披露する本町の児童たち
②笠利町の友だちと食事を楽しみました
③海岸のゴミ拾いをしました
④奄美の海でカヌーを体験
⑤バナナボートにも乗りました
⑥⑦やどかりを手にする本町児童
⑧笠利町の友だちと記念写真
⑨伝統的な塩作りを体験
⑩ハブを見学しました

❽

❾

�

❺

❻

❼

❶

❷

❸

❹
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地域の話題

がんばれ！未来のトップアスリート！
【今月は水上ミニバスクラブスポーツ少年団の紹介です】

コーチからのメッセージ

■
単
位
団
名

　

水
上
ミ
ニ
バ
ス
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
団
員
数　

23
人
（
平
成
24
年
８
月
現
在
）

■
練
習
場
所

　

水
上
小
学
校
体
育
館

■
練
習
日
時

　

水
曜
日　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
先　

コ
ー
チ　

小
林　

勲

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
７
２
）
１
２
３
８

※
ス
ポ
ー
ツ
を
頑
張
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。
チ
ー

ム
の
活
動
報
告
や
団
員
募
集
な
ど
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、

写
真
を
一
枚
ご
用
意
い
た
だ
き
、
所
定
の
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局　
　
　
　

☎
（
２
５
）
５
０
２
５

　
　

総
合
政
策
課
企
画
グ
ル
ー
プ（
広
報
担
当
）　

☎
（
２
５
）
５
０
０
１

　楽しくをモットーに子どもたちとバスケットをしています。
　バスケットボールは、身体を動かすだけでなく、ボールを追い扱うことで俊敏さ
と器用さを養えるスポーツです。また室内競技であることから天候に左右されず活
動することができます。興味のある子は地区を問わず遊びに来てください。

８

新しいALTを紹介します！
Assistant Language Teacher

　町では、現在4人のALT（外国語指導助手）を配置しています。
　8月から、水上中のボザール・マイケル先生に替わりブラックバーン・ロバート先生が配置になりました。
ロバート先生は、水上小・藤原小中の英語指導も兼務します。
　また、月夜野中で英語指導をしていたチュー・メイ先生に替わり、スミス・キンブリー先生が配置にな
りました。なお、引き続き、古馬牧小・桃野小・月夜野北小は、リィ・ライワ（ミシェル）先生が指導し
ます。また、新治小・新治中はホーガン・ケリー先生が指導します。
　今回は新しく配置された2人をご紹介します。

ブラックバーン ロバート　Blackburn Robert スミス キンブリー　Smith Kimberley

　こんにちは。
　私は、ブラックバーン・ロバー

トと申します。ロバートのかわりにロビーと
呼んでください。オーストラリアのブリスベ
ンから参りました。

　趣味は写真を撮ることと、フェンシングです。大学では日本
語を専攻していて、1年間、東京の一橋大学に留学していました。
みなかみ町のような素敵なところで働けるのがとてもうれしい
です。みなかみ町の皆さんと親友になれることを楽しみにして
います。
　これから、どうぞよろしくお願いいたします。

　　こんにちは。
　私は、スミス・キンブリー
です。

　私はニュージーランドから来ました。私の
趣味はネットボール、スキーです。日本は初
めてです。みなかみ町は美しく、ここにこれ
てとてもよかったと思います。

配置学校名 配置学校名

あいさつ あいさつ

水上小学校・水上中学校
藤原小中学校

月夜野中学校
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役場からの情報
Town Office Infomation

働く未来を考える｢就業構造基本調査｣にご協力ください
　8月下旬から10月にかけて、総務省統計局による「就業構造基本調査」が、全国から抽出された約47万世
帯を対象に一斉に実施されます。
　この調査は、5年に一度実施され、ふだん仕事をしているかや就業に関する希望などについて調査をするも
ので、その結果は国の雇用政策や経済政策などの各種行政施策を立案する際の基礎資料となります。
　本町においても、県が委嘱した統計調査員が、調査対象となった世帯に8月下旬頃からお伺いしますのでご
協力をお願いします。

■基準日　平成24年10月1日現在
■調査内容　15歳以上の方々を対象に、就業状況や就業に関する希望などについて調査します。
■調査主体　総務省統計局
■調査区　後閑区、下牧区、谷川区、鹿野沢区、東峰区、布施区、赤谷区の一部地域

※調査票の秘密は守られます
　　調査票に記入していただいた内容については、統計を作るためだけに用いられ、その他の目的に
　使用することは絶対にありません。また、調査員や調査関係者が、調査で知り得た事項を他に漏ら
　すことも禁じられています。
　　調査にあたりご不明な点等ございましたらお問い合わせください。

みなかみバスカードを本庁及び各支所で販売しています

■問い合わせ先　総合政策課　企画グループ　☎（25）5001

　町民の皆さんへの公共交通機関（路線バス）の利用促進
と利用者支援を目的に、路線バス回数乗車券「みなかみバ
スカード」を8月1日から発売しています。

■購入窓口　役場町民福祉課、水上支所、新治支所
■購入方法　窓口にて申請書を記入し購入いただきます。
※詳しくは総合政策課までお問い合わせください。

発売表示額　3,000円
（利用可能金額　4,350円）

↓
実質販売額　2,000円

（町の補助1,000円を差し引いて販売）
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役場からの情報

町営住宅入居者募集のお知らせ

■問い合わせ先　地域整備課　管理グループ　☎（25）5020
　　　　　　　　水上支所　除雪センター　　☎（72）2111
　　　　　　　　新治支所　除雪センター　　☎（64）0111

　町地域整備課では、10月上旬予定の町営住宅入居者を次により募集します。

■受付期間　9月3日（月）～14日（金）
■入居日　10月上旬予定　　■募集戸数　2戸
　●第2矢瀬団地（2LDK）　5号棟　202号室
　●第3矢瀬団地（3DK）　8号棟　201号室

※�鹿野沢団地、大穴団地、柳田団地、高日向団地は、
随時募集をしていますので、地域整備課または各
支所までお問い合わせください。

第３矢瀬団地８号棟
201号室間取り

第２矢瀬団地５号棟
202号室間取り

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

土
地
売
買
等
届
出
書
）

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ

た
場
合
に
は
、
買
主
は
市
町
村
を
経
由

し
て
県
知
事
あ
て
に
届
出
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
が
必
要
な
面
積

▽
市
街
化
区
域
内

　
　

２
，
０
０
０
㎡
以
上

▽
市
街
化
区
域
以
外
の

都
市
計
画
区
域
内

　
　

５
，
０
０
０
㎡
以
上

▽
都
市
計
画
区
域
外

　

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

■
届
出
期
間

　

売
買
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
14
日
以
内

■
届
出
先

　

売
買
し
た
土
地
の
所
在
す
る
市
役

所
・
町
村
役
場

10
月
は
土
地
月
間
で
す

─
地
価
評
価
等
無
料
相
談
会
を
開
催
─

　

土
地
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
限
ら
れ

た
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
日
常
生
活
や

経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
基
盤
で
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
土
地
に
つ
い
て

の
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
「
土
地
月
間
」
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
ち
な
み
、
県
・（
社
）
群
馬

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
で
は
「
地
価
評

価
等
無
料
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

10
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場

　

▽
前
橋
会
場
／
前
橋
市
役
所

　

▽
高
崎
会
場
／
高
崎
市
役
所

　

▽
桐
生
会
場
／
桐
生
市
役
所

　

▽
伊
勢
崎
会
場
／
伊
勢
崎
市
役
所

　

▽
太
田
会
場
／
太
田
市
役
所

　

▽
館
林
会
場
／
館
林
市
役
所

　

▽
渋
川
会
場
／渋

川
市
役
所
第
二
庁
舎

　

▽
藤
岡
会
場
／
藤
岡
市
役
所

　

▽
富
岡
会
場
／
富
岡
市
役
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
土
地
・
水
対
策
室

　

☎
０
２
７
（
２
２
６
）
２
３
６
６

　

㈳
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

☎
０
２
７
（
２
４
３
）
３
０
７
７

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
土
地
・
水
対
策
室

　

☎
０
２
７
（
２
２
６
）
２
３
６
６

　

地
域
整
備
課 
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
２
１
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役場からの情報
Town Office Infomation

■問い合わせ先　上下水道課　下水道グループ　☎（25）5014

■問い合わせ先　子育て健康課　健康推進グループ　☎（62）2527

　県では、単独処理浄化槽または汲み取り槽を合併処理浄化槽へ転換すると、設置者の負担軽減を図るため、
10万円の補助を一律に受けることができるエコ補助金制度を、昨年度に引き続き実施しています。具体的な
申請手続は上下水道課が窓口です。詳しくはお問い
合わせください。

　子育て健康課では、次年度実施される町の健（検）診やがん検診の自己負担額が1,000円分無料になる『健
康クーポン券』を交付します。
　健康クーポン券の交付対象は、町が実施する以下の健康教室に、一定の日数以上参加しポイントを貯めた人
です。
　ぜひ健康教室に参加して健康クーポン券でお得に健（検）診を受けましょう。

■健康クーポン券のポイントについて
　対象の教室に1日参加で1ポイント獲得（1日のうちに複数教室メニューに参加しても1ポイントです）
　若華笑（わはは）教室は、運動と料理の各教室で個々に1ポイント獲得
　5ポイント貯まった時点で申請すると年度末に健康クーポン券を郵送します。　
■健康クーポン券交付対象の健康教室
　●ハピネス健康運動教室
　　10月3日（水）・11月14日（水）・12月5日（水）・2月8日（金）・3月15日（金）
　●若華笑（わはは）教室
　　◎9月28日（金）・10月16日（火）・11月14日（水）・11月27日（火）・12月5日（水）・12月11日（火）
　　　※11月14日（水）・12月5日（水）の若華笑教室はハピネス健康運動教室内メニューと併用します。
　●骨粗しょう症予防教室
　　◎11月9日（金）
　●男性のための料理教室
　　◎1月29日（火）・2月5日（火）・2月12日（火）・2月19日（火）

※詳細につきましては子育て健康課健康推進グループまでお問い合わ
せください。

各種教室参加者に『健康クーポン券』を贈呈します！

県の浄化槽エコ補助金制度について

合併処理浄化槽なら
みんなも安心だね

※数値は1人が1日に出す水質汚濁物質の量をBODで表したもの。

　私たちが、台所や洗濯、風呂、トイレ等から流す
生活排水は、川や湖沼、海の水質汚濁の原因の一つ
になっています。単独処理浄化槽で処理されないト
イレ以外の生活雑排水は、生活排水全体の有機汚濁

（水質を汚濁させる汚れ分：BOD）のうち70％以上
を占めると言われています。
　また、生活雑排水も併せて処理する「合併処理浄
化槽」に比べて、BODが実に8倍にもなります。
　このため、平成12年に浄化槽法が改正され単独処
理浄化槽の新設は原則禁止され、既に設置されてい
る単独処理浄化槽の設置者は合併処理浄化槽への転
換等に務めるものとされています。
※�BODとは、水質汚濁を表す代表的な指標です。有機物を
多く含んだ汚れた水ほどその数値は高くなります。 守ろう！ぐんまの水環境
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役場からの情報

■問い合わせ先　環境課　奥利根アメニティパーク　☎（64）1167
　　　　　　　　　　　　生活環境グループ　☎（25）5027

　環境課（奥利根アメニティーパーク）では、家庭
から出された燃やせるごみから固形燃料を生産し、
製紙会社への燃料として再利用しています。
　この固形燃料を生産するには、ごみの水分を蒸発
させて固形燃料とするため、大量の灯油が必要とな
ります。ご家庭の生ごみをしっかり水切りをしてか
ら出していただくことで、灯油の使用料を減らすこ
とが可能になり、コスト削減につながります。
　また紙ごみについては、分別し資源ごみとして出
していただくと、リサイクル紙などに再利用され、
ご家庭のちょっとしたご協力が、ごみの減量化につ
ながりますので、是非ともご協力をお願いいたします。

ごみの減量・分別にご協力ください！

　環境課では、生ごみ処理機やコンポスター、水
切りバケツなどの購入に際して補助事業を実施
しています。（※助成金は価格の2分の1。上限
30,000円です。）
　詳しい申請手続等は環境課生活環境グループま
でお問い合わせください。

　資源物の集団回収事業は、地域のコミュニティづくりや各種団体の運営資金に役立てていただくため、回収
量に応じて奨励金を交付しています。現在7団体の登録があり集団回収を実施しています。ごみの減量や資源
の有効利用を進めるために、お住まいの地域でも集団回収を始めてみませんか。（※奨励金は、8円／kg）

集団回収登録団体（H24.8.1現在）

月夜野
地区

にこにこサロン

月夜野イーグルス

真沢道路委員会

水上地区
みなかみ町ソフトテニススポーツ少年団

水上ドルフィンズ

新治地区
鈴木接点

大塩リサイクル組合

生ごみ処理機等の購入には助成金制度があります！

資源物（古紙類・かん・ペットボトル）の集団回収事業を実施しています！

▲�アメニティーパーク内の固形燃料化施設
▶�アメニティーパークで生産された固形燃料

▶
生
ご
み
処
理
機

特定の工場や事業場の騒音振動などの公害法令に関する届出について
　町の指定地域において、特定施設を保有または設置しようとする工場・事業場並びに著しい騒音・振動
を発生する特定作業は、関係法令によって届出義務があります。詳しくは町ホームページをご覧くださる
か環境課生活環境グループまでお問い合わせください。

9月・10月は秋の環境美化運動月間
　美しいふるさとづくりを推進するため、町では、空き缶等ごみの一斉清掃活動を実施しているボランティ
ア活動団体を支援するために、ごみを入れるボランティア袋を無料で配布しています。

▶
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

▶
水
切
り
バ
ケ
ツ
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国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

に
到
達
す
る
ま
で
の
40
年
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

で
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
や
資
格

取
得
な
ど
の
届
出
忘
れ
に
よ
り
国
民
年

金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合
に
は
、
将

来
の
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
（
保
険
料
納
付
や
免
除

等
の
合
計
が
25
年
（
３
０
０
月
）
未
満

の
場
合
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、

昨
年
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、
平
成
24
年

10
月
１
日
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
過
去
２

年
か
ら
10
年
に
延
長
と
な
る
後
納
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
14
年
10
月
分
以

降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
注
）

　

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
権
を
お
持
ち
の
方
は
、
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま

す
。

　

な
お
、
後
納
保
険
料
を
納
付
す
る
た

め
に
は
事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き

審
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に
よ
る

納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
「
国
民
年
金
保
険

料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
渋
川
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
注
）
後
納
保
険
料
を
納
付
で
き
る
期

間
は
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

27
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
（
０
１
１
）
０
５
０

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

後
納
制
度（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
限
の
延
長
）が
始
ま
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　

渋
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
０
２
７
９（
２
２
）１
６
０
７

　

町
民
福
祉
課　

窓
口
・
医
療
Ｇ

　

☎（
２
５
）５
０
１
０

■納税と納期限■

■納期限：10月31日㈬
町県民税　　　　　第３期
国民健康保険税　　第７期

■納期限：10月１日㈪
固定資産税　　　　第３期
国民健康保険税　　第６期

９月の納税

10月の納税

９月の「直接相談タイム」

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

２４時間
健康テレホンサービス

◎国民年金
　７月分の納期限は、
　10月１日㈪です。

◎介護保険料
　第４期の納期限は、
　10月31日㈬です。

◎後期高齢者保険料
　第３期の納期限は、
　10月１日㈪です。

　群馬県保険医協会では、健康テ
レホンサービスを行っています。
　☎０２７-２３４-４９７０にかけ
ると、約３分の健康講話（テープ音
声）が聞けます。

９　月
■月曜　保

ほ

険
けん

でできる
歯
は

の治
ち

療
りょう

範
はん

囲
い

　その３
■火曜　妊

にん

婦
ぷ

さんのための
歯
し

科
か

支
し

援
えん

■水曜　若
じゃく

年
ねん

性
せい

更
こう

年
ねん

期
き

障
しょう

害
がい

■木曜　性
せい

交
こう

痛
つう

について
■金曜　女

じょ

性
せい

の膀
ぼう

胱
こう

炎
えん

■土日　放
ほう

射
しゃ

能
のう

は子
こ

どもに
影
えい

響
きょう

大
おお

きい？

○6日（木）　内科・皮膚科
○12日（水）　歯科
○受付時間帯
　午後７時30分～９時まで
◎�この時間帯に電話すると、直
接医師が電話にでます。

心配ごと・法律相談所
心配ごと（民生・人権・行政）

相談所

法　律　相　談　所

■月夜野会場　９月18日（火）
　会場：町保健福祉センター2階
■水上会場　10月23日（火）
　会場：社会福祉協議会水上支所

■新治会場　９月14日（金）
　会場：のぞみ館 相談室
■月夜野会場　10月12日（金）
　会場：町保健福祉センター2階

相談は予約制で先着順です。
時間は午後1時30分～4時まで。

■■■問い合わせ先■■■
みなかみ町社会福祉協議会

☎（62）0081

◎
受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※�

た
だ
し
、月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合

は
火
曜
日
）は
午
後
７
時
ま
で
延
長
。　

　

第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※�

祝
日
、12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。
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暮らしの情報

　

町
で
は
、
戦
争
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
へ
の
哀
悼
の
念
を
あ
ら
た
め
て
表
す

と
と
も
に
、
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
伝

え
る
た
め
、
平
和
式
典
・
戦
没
者
追
悼
式

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
式
典
で
は

中
学
生
が
「
平
和
へ
の
思
い
」
を
題
材
と

し
た
作
文
の
発
表
、
町
内
各
中
学
校
生
徒

が
平
和
の
願
い
を
込
め
て
折
り
上
げ
た
千

羽
鶴
の
献
架
、
戦
没
者
追
悼
の
献
花
を
行

い
ま
す
。

　

戦
没
者
遺
族
の
方
を
は
じ
め
、
多
く
の

町
民
の
方
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
４
日
（
木
）
午
後
２
時
～

■
場
所　

町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

■
送
迎　

水
上
・
新
治
地
区
よ
り
、
送
迎

バ
ス
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他　

参
加
者
の
皆
様
に
献
花
を
お

願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
自
宅
で
育
て
た
花

を
ご
持
参
で
き
る
方
は
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課　

障
害
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
１
１

　

９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予
防
週
間

で
す
。

　

疲
れ
て
い
る
の
に
眠
れ
な
い
な
ど
、
そ

ん
な
状
態
が
２
週
間
以
上
続
い
て
い
た
ら
、

う
つ
病
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
う

つ
病
は
だ
れ
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る

病
気
で
す
。
そ
し
て
、
自
殺
と
も
深
い
つ

な
が
り
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
眠
れ
な

い
、
疲
れ
や
す
い
な
ど
体
の
不
調
に
気
づ

い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
放
っ
て
お
か

ず
、
早
め
に
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
５
５
６

■
開
設
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

■
時
間

　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課　

障
害
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
１
１

お
知
ら
せ

平
成
24
年
度

み
な
か
み
町
平
和
式
典
・

戦
没
者
追
悼
式
の
開
催

９
月
第
２
週
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

『
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
向
け
て
』

　
秋
の
七
草
や
希
少
種
が
生
育
す
る
草
原

は
，
雑
木
林
や
水
田
と
同
様
に
ふ
る
さ
と
の

原
風
景
で
す
。
草
原
は
，
燃
料
や
屋
根
葺
き

の
材
料
，
牛
馬
の
飼
料
，
肥
料
を
提
供
し
，

農
業
や
人
々
の
生
活
と
深
く
結
び
つ
い
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
営
み
は
，
古
い
時
代

か
ら
豊
か
な
生
物
相
を
育
み
，
そ
し
て
優
れ

た
景
観
や
水
源
涵
養
力
な
ど
多
く
の
生
態
系

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。し
か
し
，

人
間
に
よ
る
干
渉
が
な
く
な
れ
ば
「
持
続
的

に
利
用
可
能
な
自
然
」
は
失
わ
れ
，
地
域
の

生
物
相
や
文
化
も
や
が
て
は
消
え
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
危
機
感
か
ら
，
草
原
の

も
つ
豊
か
な
自
然
環
境
を
，
農
村
・
都
市
の

住
民
と
行
政
が
互
い
に
連
携
し
て
守
り
，
育

む
取
り
組
み
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課　

環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎（
２
５
）５
０
０
３

　
第
９
回
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
10
月
27
日
（
土
）
か
ら
３
日
間
，
み

な
か
み
町
藤
原
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
か

ら
首
長
が
集
い
，
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
草
原
の

保
全
と
活
用
，
流
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る

文
化
創
造
へ
の
道
筋
を
探
り
ま
す
。
藤
原
地

区
上
ノ
原
に
は
関
東
地
方
屈
指
の
豊
か
な
草

原
環
境
と
生
態
系
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

サ
ミ
ッ
ト
へ
参
加
し
て
，
自
然
と
人
の
営
み

が
育
む
原
っ
ぱ
（
草
原
）
の
表
情
を
満
喫
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
全
国
草
原
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
長
　
高
橋
佳
孝
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お
知
ら
せ

90
周
年
を
迎
え
た
調
停
制
度

野
生
の
キ
ノ
コ・
山
菜
類
の

安
全
確
認

群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院

重
粒
子
線
治
療
施
設
見
学
会

群
馬
労
働
局
の

　

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度

　

８
月
を
過
ぎ
る
と
野
生
の
キ
ノ
コ
が
本

格
的
に
発
生
し
始
め
る
時
期
で
す
。

　

山
野
に
自
生
す
る
キ
ノ
コ
や
野
生
の
山

菜
類
な
ど
を
採
っ
て
、
自
家
消
費
す
る
場

合
は
、
検
査
を
実
施
し
た
り
、
県
な
ど
の

検
査
結
果
を
参
考
に
し
た
り
し
て
、
基
準

値
以
上
の
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
物
を
食

べ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
次
の
こ
と
に
つ
い
て
、
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

・
採
取
地
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
採
取

自
粛
地
域
で
な
い
か

・
採
取
地
の
所
有
者
な
ど
の
承
諾
は
得
ら

れ
て
い
る
か

・
自
家
消
費
用
食
品
の
放
射
性
物
質
の
検

査
を
し
て
い
る
か

■
そ
の
他　

流
通
・
販
売
を
目
的
に
採
取

す
る
場
合
は
、
出
荷
前
に
放
射
性
物
質
の

検
査
を
す
る
か
、
県
環
境
森
林
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
沼
田
環
境
森
林
事
務
所　

　
　

☎ 　
（
２
２
）
４
４
８
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
２
３
）
０
４
０
９

　

群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
重
粒
子

線
治
療
施
設
は
、
平
成
22
年
３
月
に
県
と

の
共
同
事
業
と
し
て
治
療
を
開
始
し
、
本

年
３
月
末
日
ま
で
に
３
０
０
名
を
超
え
る

患
者
を
治
療
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
群
馬
県
民
の
日
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
重
粒
子
線
治
療
施
設
の
見

学
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

11
月
３
日
（
土
）

■
見
学
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
会
場　

群
馬
大
学
重
粒
子
線
医
学
セ
ン

タ
ー

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
た
だ

し
、
団
体
で
の
見
学
の
場
合
は
、
当
日
見

学
者
名
簿
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

当
日
は
、
医
療
相
談
ブ
ー
ス

を
設
け
て
医
療
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
医

療
相
談
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
相
談
内
容
を
記
載
し
、
10
月

16
日
（
火
）
ま
で
に
、
群
馬
大
学
重
粒
子

線
医
学
セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
会
医
療
相
談

係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
先

　

群
馬
大
学
重
粒
子
線
医
学
セ
ン
タ
ー

　

施
設
見
学
会
医
療
相
談
係

　

〒
３
７
１

−

８
５
１
１

　

前
橋
市
昭
和
町
三
丁
目
39

−

15

■
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
大
学
経
営
企
画
課

　

☎
０
２
７
（
２
２
０
）
７
８
９
５

　

調
停
と
は
、
調
停
委
員
会
（
裁
判
官
ま

た
は
調
停
官
一
人
と
調
停
委
員
２
人
以
上

で
構
成
）
が
、
当
事
者
の
言
い
分
を
聴
き
、

当
事
者
双
方
が
納
得
の
上
で
問
題
を
解
決

で
き
る
よ
う
に
助
言
や
あ
っ
せ
ん
、
解
決

案
の
提
示
を
行
い
、
法
的
な
観
点
を
基
本

に
置
き
な
が
ら
も
紛
争
の
実
情
に
応
じ
た

柔
軟
な
解
決
を
図
る
手
続
で
す
。

　

わ
が
国
の
調
停
制
度
は
、
大
正
11
年
の

借
地
借
家
調
停
法
に
基
づ
く
借
地
借
家
調

停
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
90
年
の
間
、

時
代
の
要
請
に
応
じ
て
創
設
さ
れ
、
ま
た

改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
調
停
制
度
は
国
民
に
広
く

利
用
さ
れ
、
数
多
く
の
紛
争
が
調
停
に

よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
、
調
停
制
度
は
90
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

調
停
手
続
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
申

立
て
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
民
事
調
停

に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
簡
易
裁
判
所

で
、
家
事
調
停
に
つ
い
て
は
家
庭
裁
判
所

で
そ
れ
ぞ
れ
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
調
停

手
続
に
つ
い
て
更
に
知
り
た
い
方
は
裁
判

所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
裁
判
手
続
の
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

　

☎
０
２
７
（
２
３
１
）
４
２
７
５

※
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

h
ttp

://w
w

w
.co

u
rts.g

o.jp
/

　

解
雇
、
労
働
条
件
引
き
下
げ
、
退
職
勧

奨
、
い
じ
め
な
ど
労
働
に
係
る
紛
争
問
題

で
お
困
り
の
労
働
者
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
、

群
馬
労
働
局
で
は
県
内
９
箇
所
に
「
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
３
つ
の

制
度
で
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

窓
口
・
電
話
で
の
相
談
、
情
報
提
供
、

当
事
者
に
解
決
の
方
向
を
示
す
口
頭
助
言
、

労
働
問
題
の
専
門
家
が
入
り
解
決
を
図
る

あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
。
利
用
は
無

料
で
す
。
詳
し
く
は
次
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▼
群
馬
労
働
局
企
画
室
内

　

群
馬
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
２
７
（
２
１
０
）
５
０
０
２

▼
沼
田
労
働
基
準
監
督
署
内

　

沼
田
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
（
２
３
）
０
３
２
３
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暮らしの情報

募
　
集

東
京
税
関
前
橋
出
張
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

水
上
走
ろ
う
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

県
民
パ
ソ
コ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

受
講
生
募
集

～
引
揚
者
の
皆
様
へ
～

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に
引
き

揚
げ
て
き
た
方
々
が
、
当
時
国
内
に
持
ち

込
む
こ
と
が
で
き
な
く
て
税
関
な
ど
に
預

け
ら
れ
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
昭
和
28
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
お
心
当
た
り
の
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
返
し
す
る
対
象

◎
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
上
げ
て
こ
ら

れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局

に
預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど
。

◎
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領
事
館

な
ど
に
預
け
た
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の

後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
。

※
こ
れ
ら
の
手
続
は
、
本
人
だ
け
で
な
く

家
族
の
方
で
も
電
話
や
郵
便
で
問
い
合
わ

せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

東
京
税
関
前
橋
出
張
所

　

☎
０
２
７
（
２
２
１
）
５
２
８
４

　

〒
３
７
１

−

０
０
２
６

　

前
橋
市
大
手
町
２

−

10

−

５

基
本
操
作
を
中
心
と
し
た
『
県
民
パ
ソ
コ

ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
』
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
11
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場
所　

町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

初
級
者
及
び
未
経
験
者

　

※�

開
催
日
６
時
間
の
講
義
を
受
講
可
能

な
人

■
定
員　

20
名
（
応
募
多
数
は
抽
選
）

■
参
加
料　

無
料

　

※�

パ
ソ
コ
ン
・
テ
キ
ス
ト
は
ご
用
意
し

ま
す
（
昼
食
は
各
自
で
用
意
）

■
申
込
期
間

　

９
月
３
日
（
月
）
～
18
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

企
画
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
０
１

　

水
上
走
ろ
う
会
で
は
、
毎
年
町
民
の
健

康
増
進
と
親
睦
の
た
め
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
次
の
と
お
り
計
画
し
ま
し
た
の

で
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

く
ご
案
内
し
ま
す
。

■
期
日　

11
月
18
日
（
日
）

■
行
先　

山
梨
県
河
口
湖
（
も
み
じ
祭
）

■
参
加
費　

４
，
５
０
０
円

■
定
員　

90
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
２
５

　

角
田
行
雄
（
走
ろ
う
会
役
員
）

　

☎
（
７
２
）
２
６
５
９

　

長
谷
川
昇　

☎
（
７
２
）
２
７
６
６

　

阿
部
利
夫　

☎
（
６
２
）
３
２
３
５

　
「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
み
た
い
け
ど
難

し
そ
う
」、「
今
さ
ら
教
わ
る
の
は
恥
ず
か

し
い
」、「
も
う
少
し
楽
し
み
方
を
学
び
た

い
」
な
ど
、
チ
ョ
ッ
ト
だ
け
挑
戦
し
て
み

よ
う
と
お
考
え
の
皆
さ
ん
、
パ
ソ
コ
ン
の

東京藝術大学卒業・
修了制作作品 展 示 場 所 の 募 集

　東京藝術大学絵画科卒業生及び修了生から寄贈された作品151点を、多くの方にご覧いただきたく
観光事業者（旅館・ホテル、飲食店等）を対象に展示会場を募集しております。

■展示期間　1年以上
■サ イ ズ　H2,273mm×W2,273mm（最大サイズ）
　　　　　　※申込みの際にご希望のサイズをお伝えください。
　　　　　　※サイズによって、お待ちいただくかご希望に添えない事もございます。

■問い合わせ・申込先　まちづくり交流課　地域振興グループ　☎（25）5028　FAX（62）3211

2012新市町村振興宝くじ

オータムジャンボ宝くじ

（発売総額390億円・13ユニット・売り切れ次第終了）

1等・前後賞
　合わせて 3億9,000万円

●発売期間　9月24日月～10月12日金
●抽 選 日　10月19日金

1等3億3,000万円×13本・前後賞各3,000万円

この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、
高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。

サンキューオータム賞 39,000円×65,000本
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募
　
集

相
　
談

　

赤
沢
ス
キ
ー
場
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ス

キ
ー
入
門
時
か
ら
基
礎
技
術
の
向
上
を
図

り
、
楽
し
く
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
践
し
ま
す
。

■
対
象
者　

幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
長
組

園
児
・
小
学
生
・
中
学
生

■
会
費　

６
，０
０
０
円
（
１
シ
ー
ズ
ン
）

　

※
リ
フ
ト
券
及
び
昼
食
は
別
途

■
練
習
日　

平
成
25
年
１
月
６
日
（
日
）・

14
日
（
月
）・
27
日
（
日
）・
２
月
３
日
（
日
）

■
練
習
場
所　

赤
沢
ス
キ
ー
場

■
練
習
時
間　

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

■
必
要
用
具　

ス
キ
ー
用
具
一
式
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
手
袋
、
ゴ
ー
グ
ル
等

※
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
義
務
付
け
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

赤
沢
ス
キ
ー
場
内

　

み
な
か
み
赤
沢

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

☎
（
６
６
）
１
２
５
４

　

メ
ー
ル　

akasaw
a@

atb
b.n

e.jp
18
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
巡
回
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

　

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

■
日
時　

10
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　

受
付
／
午
前
10
時
～

■
場
所　

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容　

・
各
種
相
談
・
判
定
・
健
康
診
査
・
生
活

指
導
等

■
申
込
締
切　

９
月
20
日
（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課　

障
害
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
１
１

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
に
よ
る
借
金
の
法

的
整
理
に
関
す
る
相
談
、
多
重
債
務
者
支

援
団
体
に
よ
る
生
活
再
建
相
談
な
ど
を
面

接
で
行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

■
会
場　

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

先
着
20
人

※�

事
前
に
電
話
で
沼
田
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

沼
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
２
０
）
１
５
０
０

　

群
馬
弁
護
士
会
で
は
「
法
の
日
」
を
記

念
し
て
、
弁
護
士
に
よ
る
一
斉
無
料
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

　

サ
ラ
金
や
ヤ
ミ
金
等
で
お
困
り
の
方
、

相
続
の
問
題
や
離
婚
等
で
弁
護
士
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
欲
し
い
方
、
交
通
事
故
に
遭
わ

れ
て
お
困
り
の
方
、
土
地
の
境
界
で
も
め

て
い
る
方
等
に
適
切
な
法
律
的
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
申
し

　

赤
谷
の
森
（
赤
谷
川
上
流
の
国
有
林
）

の
協
働
管
理
を
進
め
て
き
た
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
年
で
９
年
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
現
地
で
わ
か
り
や
す
く
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
ス
ギ
や
カ
ラ
マ
ツ
の
人
工
林

を
、
自
然
の
恵
み
豊
か
な
林
に
復
元
す
る

た
め
の
試
験
地
を
紹
介
し
ま
す
。

■
主
催　

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
日
時　

10
月
１
日
（
月
）

■
時
間　

午
後
１
時
15
分
～
４
時
30
分

■
集
合
場
所　

小
出
俣
林
道
入
口

※
川
古
温
泉
浜
屋
旅
館
手
前

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
な
ど
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

森
の
中
を
30
分
程
度
歩
き
ま

す
。
森
の
中
を
歩
け
る
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
ヤ
マ
ビ
ル
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

長
靴
を
お
勧
め
し
ま
す
。��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
自
然
保
護
協
会

　
　

☎　

０
３
（
３
５
５
３
）
４
１
０
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
５
５
３
）
０
１
３
９

　

メ
ー
ル　

akaya@
n
acsj.o

r.jp

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課　

障
害
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
１
１

　

県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

■
日
時　

10
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■
相
談
科
目　

　

整
形
外
科
、
在
宅
訪
問
診
査

■
相
談
内
容

　

身
体
障
害
者
の
補
装
具
、
身
体
障
害
者

に
関
す
る
各
種
相
談
等

■
必
要
な
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

■
申
込
締
切　

９
月
25
日
（
火
）

■
そ
の
他　

重
度
障
害
者
に
は
ご
自
宅
を

訪
問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

み
な
か
み
赤
沢
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
入
会
募
集

多
重
債
務
の
無
料
法
律
相
談
会

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

町
民
向
け
現
地
説
明
会

知
的
障
害
者
巡
回
相
談

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

巡
回
相
談

10
月
１
日
「
法
の
日
」

一
斉
無
料
相
談
会

　

県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
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が
ん
電
話
相
談

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間

■
問
い
合
わ
せ
先

  

前
橋
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

　

☎
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
６
６

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
９
月
10
日
～
16
日
の
一
週
間
を

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
」
と
し
て
、
虐
待
等
、
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩
み
ご
と
に

つ
い
て
の
電
話
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

■
専
用
電
話　

　

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

　
（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
受
付
時
間　

▼
月
～
金
曜
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時▼
土
～
日
曜
／
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
そ
の
他

　

相
談
対
応
は
、
法
務
局
職
員
と
人
権
擁

護
委
員
が
当
た
り
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。

　

９
月
は
「
が
ん
征
圧
月
間
」
で
す
。

　
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
は
、
が
ん
を
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
克
服
し
た
人
た

ち
の
会
で
す
。
が
ん
を
克
服
し
た
生
き
証

人
と
し
て
、
が
ん
撲
滅
の
た
め
様
々
な
活

動
を
し
て
中
で
、
９
月
の
が
ん
征
圧
月
間

に
合
わ
せ
て
「
が
ん
電
話
相
談
」
を
実
施

し
ま
す
。

■
電
話
相
談
日

　

９
月
20
日
（
木
）・
21
日
（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
対
象
者　

が
ん
治
療
を
受
け
、
回
復
後

の
日
常
生
活
の
中
で
術
後
の
経
過
等
が
ん

に
対
す
る
不
安
を
持
っ
て
い
る
人
及
び
家

族
等
。

■
相
談
対
応
者　
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
会

員
を
中
心
に
、
医
師
、
保
健
師
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
２
７
（
２
６
９
）
７
８
０
４

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
県
健
康
づ
く
り
財
団

　

総
務
部
企
画
広
報
課
内

　

ひ
ま
わ
り
の
会
事
務
局

　

☎
０
２
７
（
２
６
９
）
７
８
２
０

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

サ
フ
ァ
イ
ア　
　
　

／
湊
か
な
え

◎
児
童
書　

へ
ん
な
お
ば
け　
　

／
大
森
裕
子

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

鬼
談
百
景　
　
　

／
小
野
不
由
美

◎
児
童
書　

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の

　
　
　
　

メ
カ
メ
カ
大
さ
く
せ
ん
／
原
ゆ
た
か

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

３
行
の
ラ
ブ
レ
タ
ー　

新
装
版

／
日
本
テ
レ
ビ

◎
児
童
書　

ぼ
く
、仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
な
る
！

フ
ォ
ー
ゼ
編
／
の
ぶ
み

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

確
証　
　
　
　
　
　

／
今
野　

敏

◎
児
童
書　

お
や
す
み
く
ま
ち
ゃ
ん

／
シ
ャ
ー
リ
ー
・
パ
レ
ン
ト
ー

新治公民館図書室
☎（64）0111

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23　
　30 24 25 26 27 28 29
■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
■おはなしの会（●印）／
　時間：午後２時～

中央公民館図書室
☎（62）2275

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23　
　30 24 25 26 27 28 29
■開室日（●印）／時間：午前9時～午後5時
　　　※正午～午後１時の間は休室
■休室日：月曜日、祝日、年末年始、

図書整理期間

カルチャーセンター児童図書室
☎（20）4040

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23　
　30 24 25 26 27 28 29
■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
■おはなしの会（●印）／
　時間：午後３時30分～

水上公民館図書室
☎（72）3707

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23　
　30 24 25 26 27 28 29
■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
　　　※正午～午後１時の間は休室

図
書
室
　
　
9
月
の
開
室
日

込
み
く
だ
さ
い
。

※
一
人
30
分
の
予
約
制
で
先
着
順
に
な
り

ま
す
。

■
日
時　

10
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

※
当
日
は
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
受

付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
民
福
祉
課　

障
害
・
福
祉
グ
ル
ー
プ  

　

☎
電
話
（
２
５
）
５
０
１
１
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地域包括支援センターだより シリーズ 17

「浅地おたのしみ会」月1回 第1火曜または金曜　午前10時～正午 代表：小室順子

　町内各地で開催されているサロンを順次紹介しています。
　場所や参加者によってサロンもそれぞれ特徴があり、内容もバラエティー
に富んでいます。お近くのサロンを見つけて是非参加してみませんか。

みなかみ町の

生きがいサロン紹介

　浅地おたのしみ会サロンは、昨年10月から浅
地公民館で始まり、毎回15名程の参加者で開催
されています。
　サロンは、季節の行事に合わせたメニューを考
え、七夕の季節は七夕飾りづくり、クリスマスの
季節はクリスマスリースづくりなど皆さんで工作
などを楽しんでいます。
　取材に立ち寄ったこの日は、秋に開催される老
人会芸能祭に参加するため稽古の初日でした。皆
さん老人会芸能祭へは初参加のため、しっかりと
練習をして発表をしたいそうです。
　サロンへの参加費は、1回100円で昼食代とし
て利用され、季節に合わせたお昼が振る舞われま
す。寒い季節は温かいけんちん汁や団子汁、夏は
そうめんなど、季節の薬味を加えることで美味し

さが増し食欲も高まるそうです。
　サロンの課題は、浅地地区の中央を国道17号
が通っていることから、国道を横断して参加する
ことのできない人達がいるので、そういう方も参
加できるよう検討する必要があるそうです。

■問い合わせ先　包括支援センター　☎（62）0540

やってみよう！
口腔ケア

今月は
「口の渇きと唾液腺マッサージ」

についてです。

咀
そ

嚼
しゃく

・嚥
えん

下
げ

の促進をはじめ、消化作用、潤
じゅん

滑
かつ

作用、自
じ

浄
じょう

作用など、唾液には多くの役割があります。3つのポイ
ント（耳

じ

下
か

腺
せん

、顎
がく

下
か

腺
せん

、舌
ぜっ

下
か

腺
せん

）をマッサージして、唾
液の分泌を促しましょう。

指を頬にあて上の奥
歯のあたりを後ろか
ら前へ回します。

■
耳
下
腺

■
顎
下
腺

■
舌
下
腺

親指をあごの骨の内
側のやわらかい部分
にあて耳の下から顎
の下まで押します。

両手の親指をそろえ、
顎の真下から舌を突
き上げるようにゆっ
くり押します。

※食事の前に口腔の
体操をして食べる能
力、飲み込む能力を
高めましょう。口腔
体操は唾液の分泌を
促すので、むせ防止
にも効果的です。お
いしく食べやすくす
る工夫の調理方法と
してはやわらかく、
噛み切りやすく、飲
み込みやすくがポイ
ントです。

はつらつ教室（介護予防教室）開催のお知らせ！
9月18日から各3地区で始まります！月曜…月夜野地区／水曜…水上地区／金曜…新治地区
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暮らしの情報

■会場　子育て健康課　　■対象　全地区
■９月　３日（月）・10日（月）・18日（火）・24日（月）
■10月� 1日（月）・9日（火）・15日（月）・22日（月）・29日（月）
■時間　９時～11時30分　13時～16時
※�交付には30分程度かかりますので、余裕をもってお
出かけください。
※�町では不妊治療費の助成を行っています。詳細は子育
て健康課へお問い合わせください。

■会場　元ＪＡ利根沼田月夜野北事業所
■対象　就園前の乳幼児と保護者（全地区）
■日時　毎週月・火・水曜日　10時～15時
■主催　ＮＰＯ法人「北風塾」
　　　　９月22日●おじいちゃん、おばあちゃんと遊ぼう
○問い合わせ先　子育て広場「ぽかぽか」☎（25）3535

■会場　子育て支援センター（にいはるこども園内2階）
■対象　妊娠中～産後12か月くらいまでの母親
■期日　９月24日（月）・10月22日（月）
■時間　10時30分～11時30分
　　　　（受付は10時15分～10時30分まで）
■持ち物　運動のできる服装・汗ふきタオル１枚

■会場　町保健福祉センター
■対象　就園前の乳幼児と保護者（全地区）
■期日　９月14日（金）・21日（金）・28日（金）
　　　　10月12日（金）・19日（金）・26日（金）
■時間　10時～12時　　■主催　にこにこくらぶ
～遊びながらお友達と出会う楽しいひろばです～

　　　　９月28日●音で遊ぼう
　　　　10月26日●運動会
※麦茶が出るのでコップを持参してください。
※�詳しいことは久野豊子さん（☎62‐2403）までお問
い合わせください。

■会場　町保健福祉センター
■対象　3か月児・8か月児・12か月児・妊婦及び産婦
■期日　９月13日（木）・10月11日（木）
■時間　９時30分～11時30分
■受付時間および内容
　＊３か月児　10:00～10:15 計測・問診・ふれあい遊び
　＊８か月児　 9:45～10:00 計測・問診・栄養相談
　＊12か月児� 10:15～10:30 計測・問診・栄養相談
　＊妊・産婦　 9:30～11:30 母乳相談（予約制）

　子育て支援ボランティア等による、就学前児童とその
保護者を対象とした、親子のふれあいの場です。

【キラキラ】■会場　にいはるこども園体育館隣
　　　　　■日時　毎週火・金曜日　10時～14時

【わくわく】■会場　水上公民館２階和室
　　　　　■日時　毎週水曜日　10時～14時
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎（64）1848

～対象の方には事前に個別通知いたします～

■■■■■■■　乳児健診　■■■■■■■
■会場　町保健福祉センター
■対象　４か月児・10か月児
■期日　９月19日（水）・10月17日（水）
■受付　４か月児　��13時45分～14時
　　　　10か月児　12時45分～13時

■■■■■■■　幼児健診　■■■■■■■
■会場　町保健福祉センター
■受付　12時45分～13時

健　　　　診　　　　名 9月 10月

１歳６か月児健診 対象 1歳7・8か月児 25（火）

２歳児歯科健診 対象 2歳1・2か月児 30（火）

2歳6か月児歯科健診 対象 2歳7・8か月児 4（木）

３歳児健診 対象 3歳1・2か月児 6（木）

■会場　子育て支援センター（にいはるこども園内２階）
■対象　就学前の子どもと保護者
■日時　月～金曜日　10時～16時

【９月・10月のじゃんぷの日（毎週木曜日）10時～12時】
■期日　●９月�６日／読み聞かせ
　　　　　　　13日／お茶しませんか？
　　　　　　　20日／講演会『楽しく子育て』

ママも一緒に遊んじゃおう！
（幼児教育センター保育アドバイザー）

　　　　　　　27日／大きくなったかな？
ミニ講座『おしゃぶり・指しゃぶり』

(保健士)
　　　　●10月４日／ピクニック（要申込）
　　　　　　　11日／お茶しませんか？

【特別メニュー】　開催日：９月３日
　・リトミック　会　場：月夜野わんぱくクラブ　
　　　　　　　　時　間：10時30分～11時30分
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎（64）1848

母子健康手帳交付
子育てひろば

子育てひろば

ママヨガ教室

乳児相談・母乳相談

子育てサークル

乳幼児健診

子育て支援センター 汽車ぽっぽ

みんなの保健
●問い合わせ先　子育て健康課 健康推進グループ ☎62-2527

健康づくりインフォメーション

◇ベビーマッサージ（１歳までの乳児対象）
■日時　9月14日（金）・10月12日（金） 10：30～11：30
■持ち物　バスタオル、フェイスタオル、防水シーツ
※費用は無料で、予約も必要ありません。

～子育て支援ボランティア～

ぽかぽか

～子育て支援ボランティア～

にこにこくらぶ
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みなかみ町の

みなかみ町に

世帯数
女
男
総人口

8,108世帯（−10）
11,093人　（−21）
10,339人　（−34）
21,432人　（−55）

男の子 女の子 計
月夜野地区 ２人 ０人 ２人
水上地区 ０人 ０人 ０人
新治地区 ０人 １人 １人
計 ２人 １人 ３人

数字は住民基本台帳に基づくもので、国勢調査の
数値とは異なります。※（　）内は前月比

数字は住民基本台帳（8/15現在）に基づくものです。

人 口と 世 帯 8月1日
現　在

7月の出生者

おともだちがふえたよ！

●今月の表紙●

　8月16日、月夜野中学校周辺の特設
会場において、みなかみ花火大会が開
催されました。イベントは、県内外か
ら多くの来場者を迎え大いに盛り上が
りました。メインイベントの花火では
夜空にいくつもの大輪の花火が彩りま
した。

東京藝術大学卒業生修了生寄贈作品

東京藝術大学卒業生・修了生からみなかみ町に寄贈された作品を紹介しています。
◎平成24年4月末現在
　93名から151作品を収蔵
　広報にて紹介した作品数　74／151

作品の一部を「みなかみコレクション展」として、役場水上支所２階及び商工会水上支所２階に展示中です。
■開場日　月～金曜日（祝祭日は除く）　■開場時間　午前９時～午後４時30分

『低く水面を這うように』
　作者／佐藤央育
　規格・素材／

H2030㎜×W2850㎜
乳濁液地、木炭、

テンペラ絵具、油絵具

「枝豆プリン」

今月の食改推おすすめ地元食材レシピ

●　作り方　●
①枝豆はさやから取り出し、薄皮をとる。
② 枝豆、牛乳、砂糖、卵、バニラエッセンスをミ

キサーにかけてこす。（2回こすとよい。）
　耐熱容器に入れる。
③ 深さのある鍋に、ふきんを敷き、その上に

②の器をおく。器の1.5cm高さまで水を入
れる。ふきんでくるんだフタをし、火にかける。

④ 沸騰したら弱火にし、5分加熱したのち火
を止める。そのまま10～15分蒸らす。

⑤ 蒸し終わったら鍋から出し、あら熱を取っ
て冷蔵庫で冷やす。

●ワンポイントアドバイス
　蒸し時間は、容器の大きさやコ
ンロの火加減で変わります。
　カラメルソースやホイップクリー
ムをトッピングしてもおいしいです。

材料（４個分）　1人分のエネルギー111kcal、塩分0.2g

枝豆（さやつき）………………… 80g
牛乳………………………… 240cc
砂糖……………………………… 50g

卵……………………… 2個（100g）
バニラエッセンス ……………… 少々

歳時記み
か
な
み

町の主な
行事予定

4㈫� ■9月議会定例会（予定／14日まで）　●本庁舎議場
22㈯� ■茂左衛門地蔵尊縁日　●茂左衛門地蔵尊千日堂
29㈯� ■ヤッサ祭り　●小川島若宮八幡宮（9月最終土曜日）　午後7時30分～
30㈰� ■第7回町民体育祭　●月夜野中学校グラウンド　午前9時～

4㈭� ■町平和式典・戦没者追悼式　●町カルチャーセンター　午後2時～
7㈰� ■谷川岳閉山式・遭難者慰霊祭　●土合霊園地　午前10時～
14㈰� ■町消防団秋季点検　●月夜野総合グラウンド　午後1時～
28㈰� ■たくみの里豊楽まつり　●たくみの里　午前10時～

9月

10月

提供：食生活改善推進協議会




